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森
林
の
整
備
・
保
全
と
国
有
林
の
管
理
運
営
に
関
す
る
質
問
主
意
書

低
迷
す
る
国
内
林
業
の
活
性
化
と
山
村
で
の
雇
用
創
出
を
目
指
し
、
一
昨
年
末
に
政
府
は
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
木
材
自
給
率
を
今
後
十
年
で
現
在
の
二
十
四
％
か
ら
五
十
％
に
引
き
上
げ
る
と
し
た
が
、
効
率
的
な
林
業
生
産
基
盤

の
確
立
の
た
め
、
今
後
よ
り
一
層
の
路
網
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
五
月
の
台
風
二
号
や
今
月
の
台
風
六
号
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
頻
発
、
さ
ら
に
地
震
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な

山
地
災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
治
山
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

脊
梁
山
脈
や
奥
地
水
源
林
に
広
が
る
国
有
林
の
九
割
を
占
め
る
保
安
林
の
公
益
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
管
理
経
営
を
力

強
く
推
進
し
、
併
せ
て
生
物
多
様
性
や
生
態
系
の
問
題
を
含
め
た
環
境
保
全
対
策
な
ど
、
各
森
林
管
理
局
、
森
林
管
理
署
及
び

支
署
、
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
他
、
組
織
一
体
と
な
っ
た
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で
は
、
木
材
自
給
率
を
今
後
十
年
で
現
在
の
二
十
四
％
か
ら
五
十
％
に
引
き
上
げ
る
と
し

た
が
、
果
た
し
て
実
現
で
き
る
の
か
、
そ
の
進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
具
体
的
な
目
標

年
次
を
掲
げ
実
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

一



二

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
実
践
事
業
と
し
て
、
昨
年
二
月
に
全
国
十
四
の
公
募
箇
所
か
ら
審
査
を
行
い
、
五
箇
所
の
先
進

地
区
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

三

林
業
再
生
の
た
め
に
は
、
森
林
か
ら
木
材
利
用
ま
で
循
環
し
持
続
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
具
体
的

に
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
防
災
林
の
本
格
的
復
旧
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
含
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
と
な
る
治
山
対
策
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
ど
の

よ
う
に
財
源
を
確
保
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
路
網
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及

び
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

国
有
林
の
九
割
を
占
め
る
保
安
林
の
公
益
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
管
理
経
営
を
力
強
く
推
進
し
、
併
せ
て
生
物
多
様

性
や
生
態
系
の
問
題
を
含
め
た
環
境
保
全
対
策
な
ど
国
に
よ
る
一
体
的
な
管
理
運
営
と
実
行
体
制
が
益
々
重
要
と
な
る
が
、

全
国
に
分
布
す
る
現
在
の
各
森
林
管
理
局
、
森
林
管
理
署
及
び
支
署
な
ど
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
、
不
利
な
地
理
的
条
件
や

気
候
条
件
な
ど
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
地
域
に
よ
っ
て
は
必
要
十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
国
と
し
て
組
織
体
制
の
さ
ら
な

二



る
確
保
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

林
業
就
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
若
者
等
の
就
業
者
を
確
保
し
、
育
成
に
努
め
る
た
め
の
「
緑
の
雇
用
担
い
手
対

策
」
の
進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


